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マカタサルにおける指と脳幹冊の神妊舟

合の研究 山下晶子､大仏秀規､弼匂裕子､松川臨､

11･四竹失 く日本大 ･医 ･那2解剖)

E3は霊長頒終脳内の大桶道である｡近年､ヒト脳

の非任地的研究の進歩により､ヒトの島は生存に関わ

る機能､映党 ･味党･痛覚 ･体知覚･平衡感覚 ･聴覚 ･

現先などのほかに､より高次機能の感情 ･言語などに

も関わっていることが示唆せれている｡今B]の研究の

日的はねのこれらの諸機能を担う神経回路網を明らか

にするのことである｡実験には 6頭のニホンサルと l

班のアカゲサルを用いた｡サルの応は細胞梢妊上､3

領域に分かれる､すなわち撫即粒性応皮好､来期粘性

応皮節､即粒性良皮ク守である｡応の3領域のそれぞれ

に仰行 ･逆行性 トレサーの WGA･HRPあるいは順行

性 トレサーの BDA を微立注入して､神経回路網を解

析した｡由の3領域は中脳中心灰自究 ･結合腕傍核 ･

VT斑核 ･縫線核と双方向結合する他に､中脳の腹側枝

正野 ･中脳網様体 ･傭網様体から入力を受け､上丘 ･

けつ状核 ･黒質 ･外背側被盈野へ投射する｡これらの

神経結合に加えて､由の3領域はそれぞれに特有の神

経結合 を有す る｡無期粒性応皮質 は=盃傍核

(paTabigcminalnucleus)･けつ状核 ･m茄傍核 ･帝斑核

腹側部と双方向結合する他に､結合脱傍郡粒核から入

力を受け､下丘 ･外側毛帯核 ･外側上オリーブ核へ投

射する｡韮期粒性包皮う削ま黒質傍核と双方向結合を行

い､怖核へ投射する｡新粒性畠皮質は黒質と双方向結

合するほかに､t39細胞 ･延髄網様体から入力を受け､

rT斑核腹側部 ･橋核 ･前庭核へ投射する｡上記の回路

網は同側性回路であり､反対側回路は中脳中心灰白

J!PE･縫線核･rr斑核 ･外耳印IJ被韮野 ･結合腕傍核にの
み存在 した｡ 枯姶:E3は脳幹の柁機能に対 して､

Top-down方式の弘力な制御を行っていることが示唆

される｡
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Wt面皮府の氾皮刺激に応答するgS一

次体性感只野ニューロンのF'tL-.答特性

岩田串-､増田裕次 (大阪大 ･偵 ･苅次脳口

腔他能学)

大脳皮質第一次体性感覚野 (SI)ニューロ

ンの温度受容機構を明らかにするため､喝皮

変化を弁別できるように訓練したサルのSIか

ら顔面皮膚の温度刺激に応答するニューロン

括動を記録し､ニューロン汚動とサルの刺激

強度弁別行動との関係について解析した｡本

研究では顔面皮膚に与えた温度刺激強度変化

を弁別できるように訓練したサルを用いた｡

サルはモンキーチェア一に静かに座っている｡

サルがボタンを押すと所面皮府上に 45･47oC

(Tl)の熱刺激､20･25oC(Tl)の冷､光 (vl)
あるいは熱+光刺激が与えられる｡ボタンを

4-8秒間押しつづけると氾庇変化 (T2)ある

いは照度変化 (V2)が生じる｡サルはこの刺

激強皮変化を弁別しボタンを離す｡上記課規

遂行中にSIから叩-ニューロン措軸を記録し､

そのqi;気生理学的性TIを解析し､ニューロン

活動と弁別行動との関係について解析した｡

顔面口腔柳城に受容野を持つ81個の SIニ

ューロン活動を記録した｡この内 11個は助

面皮Jaに与えた温度刺激によりスパイク舛庇

を変調した｡3個のニューロンは記録と同側

皮膚に､8個は対側皮膚に受容野を持ってい

た｡熱刺激に応答するニューロンは刺激強度

増加に伴ってスパイク琉皮を増し､弁別速度

が速い場合ほど高いスパイク琉皮を示した｡

さらに､これらのニューロンの多くは刺激が

与えられる前から活動を和し､あるものは光

刺激により変調を受けた｡以上の結果から､

温度刺激により変調を受ける SIニューロン

は刺激の強庇弁別だけでなく予測にも関係し

た働きを布する可能性が示された｡
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